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　【
ク
イ
ズ
応
募
方
法
】

　
左
記
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ

の
順
に
文
字
を
並
べ
る
と
言
葉

に
な
り
ま
す
。
そ
の
言
葉
と
ア

ン
ケ
ー
ト
の
質
問
内
容
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
を
明
記
。〒
２
６
３

‐
０
０
４
３
稲
毛
区
小
仲
台
２

～
５
～
２
「
稲
毛
新
聞
ク
イ
ズ

係
」宛
。な
お
、応
募
は
メ
ー
ル

で
も
受
付
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
※
今
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト

　「
北
朝
鮮
問
題
に
つ
い
て
」

　
連
日
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
北

朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
問
題
が
報
じ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
な
た
は

ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
か
。

締
切
・
平
成

29年

9月

20日

（
当
日
消
印
有
効
）

　
今
月
の
賞
金
・
賞
品

☆
特

賞
＝
１
万
円（

1名
）

☆
一
等
賞
＝

5千
円（

2名
）

☆
名
古
屋
製
酪
賞
＝
無
臭
ニ
ン

ニ
ク
あ
ほ
え
ん（
５
名
様
）

☆
千
葉
市
動
物
公
園
賞
＝
入
園

招
待
券（
５
組
）

☆
多
田
屋
賞
＝
千
円
分
の
図
書

カ
ー
ド（
２
名
様
）

☆
ア
ク
ア
リ
ン
ク
賞
＝
ス
ケ
ー

ト
無
料
券（
５
組
様
）

☆
吉
本
イ
オ
ン
モ
ー
ル
劇
場
賞

＝
無
料
観
劇
招
待
券（

5組
様
）

　

8月
号
の
当
選
者

　

8月
号
の
答
え
は
「
ア
オ
イ

ウ
ナ
バ
ラ
」で
し
た
。応
募
者
多

数
の
た
め
抽
選
の
結
果
次
の
方

が
当
選
し
ま
し
た
。【
敬
称
略
】

☆
特
賞
・

1万
円
＝
河
口
淸
司

（
美
浜
区
高
洲
）。

☆

1等
賞
・

5千
円
＝
角
口
昌

子（
真
砂
）、発

知
二
三
子（
長
沼

原
）。

☆
名
古
屋
製
酪
賞
・
無
臭
ニ
ン

ニ
ク
あ
ほ
え
ん
＝
金
原
祐
子

（
高
浜
）早
乙
女
百
合
子
（
あ
や

め
台
）榊
原
功
（
真
砂
）吉
村
涼

子（
稲
毛
東
）竹
井
シ
ゲ
ミ
（
さ

つ
き
が
丘
）。

☆
千
葉
市
動
物
公
園
賞
・
無
料

招
待
券
＝
松
本
禎
之（
小
仲
台
）

小
林
の
り
子（
作
草
部
）古
村
正

子（
黒
砂
台
）奥
山
悦
子
（
宮
野

木
）山
下
盛
雄（
花
見
川
）。

☆
多
田
屋
稲
毛
店
賞
・
図
書
カ

ー
ド
＝
前
田
享
次（
幸
町
）中
井

勝
弘（
四
街
道
）。

☆
ア
ク
ア
リ
ン
ク
ち
ば
賞
・
無

料
滑
走
券
＝
鈴
木
雄
也
（
み
つ

わ
台
）服
部
有
加
（
高
洲
）平
木

恵
理
（
小
仲
台
）佐
伯
亜
里
沙

（
園
生
）橋
本
裕
美（
打
瀬
）。

☆
吉
本
イ
オ
ン
劇
場
賞
・
無
料

招
待
券
＝
富
山
訓
歳（
稲
毛
）安

田
千
津
子（
小
中
台
）新
見
洋
子

（
柏
台
）田
﨑
淑
子（
稲
毛
東
）相

馬
英
治（
花
見
川
）。　

以
　
上

読読
者者
のの
声声

→ヨコのかぎ

①センチの10分の1。

④農家の多い所。

⑥犬をつなぐ金属製の綱。

⑦能や狂言の主役。

⑧お相撲さんの呼び名。

⑩医者いらずと言われる多肉植物。

⑫燃料にする木。

⑬道路などの高低差。

↓タテのカギ

①奇跡。

②ある物事をなんでも知りつくしている人。

③作業用の白い木綿の糸で編んだ手袋。

④紙を貼るときのりをつける部分。

⑤つまらないもの。人にものを贈るとき謙遜して言う。

⑨太くない枝。

⑩夏の次の季節。

⑪お坊さんの正装。

連日テレビ・新聞等で北朝鮮のミサイル問題が

報じられていますが、どのように思われますか

国
民
の
敵
は
誰
か

　

1
9
8
9年

12月
の
我
国
の

平
均
株
価
は

3万

8千

9
1
5

円
で
あ
る
。
現
在
の
平
均
株
価

は
約
半
値
の

1万

9千

5
0
0

円
で
、

3千

9
0
0万

円
投
資

し
た
日
本
人
は
約

2千
万
円
の

損
害
を
被
っ
た
。

　

2
0
0
1年

の
小
泉
政
権
の

規
制
緩
和
、
構
造
改
革
、
郵
政

民
営
化
、
不
良
債
権
強
行
処
理

と
上
場

52社
を
借
金
の
多
い
会

社
（
倒
産
す
る
）と
発
表
し
て
、

平
均
株
価
は

7千

7
0
0円

に

大
暴
落
し
た
。
実
に

3千

9
0

0万
円
が

7
7
0万

円
と

5分

の
１
に
激
減
し
た
。

　
郵
政
民
営
化
は
財
務
省
が
全

株
握
り
国
有
会
社
で
あ
る
。
不

良
債
権
強
行
処
理
は
デ
フ
レ
で

弱
っ
て
寝
て
い
た
企
業
の
布
団

を
は
が
す
高
利
貸
し
の
行
為
。

大
手
銀
行
は
倒
産
。
三
井
住
友

銀
行
、み
ず
ほ
銀
行
、三
菱
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
と
な
り
契
約
社
員
や
失

業
者
が
大
量
に
発
生
し
、
自
殺

者
は

3万
人
を
超
え
た
。

　
メ
デ
ィ
ア
は
こ
の
貧
困
化
政

策
を
肯
定
し
た
。
日
本
を
亡
ぼ

す
国
連（
連
合
国
組
織
）に
は
敵

国
条
項
が
あ
る
。
安
倍
首
相
は

デ
フ
レ
脱
却
で

4年
半
経
過
し

た
が
脱
却
出
来
ず
契
約
社
員
は

増
加
し
た
。

　
米
国
の
株
価
は

1
9
8
9年

12月
に

2千

8
1
0ド

ル
。
現

在

2万

2千
ド
ル
の
史
上
最
高

値
。

2千

8
1
0万

円
投
資
し

た
ア
メ
リ
カ
人
は

2億

2千
万

円
の
大
金
持
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
米
国
は
世
界
一
の

借
金
大
国
。
日
本
は
世
界
一
の

債
権
大
国
な
の
に
こ
の
差
は
ど

う
し
て
か
。

　
国
債
発
行
の
借
金
を
す
る
と

財
政
が
破
綻
、
公
共
投
資
を
す

る
と
同
じ
く
破
綻
と
主
張
し
た

の
が
敵
国
条
項
の
国
連
手
先
の

全
て
の
メ
デ
ィ
ア
だ
。
こ
れ
は

資
本
主
義
経
済
否
定
で
、
投
資

を
否
定
す
る
共
産
主
義
。
マ
ル

ク
ス
は
金
利
を
不
労
所
得
と
否

定
し
、投
資
を
否
定
。こ
れ
で
は

経
済
は
成
長
し
な
い
。

　
先
人
の
公
共
投
資
、
治
山
治

水
、
新
幹
線
、
高
速
道
路
等
の

お
陰
で
日
本
人
は
生
活
で
き
、

債
権
大
国
に
な
れ
た
。

　
日
本
の
財
政
は
明
治
か
ら
今

日
ま
で

3千

7
0
0万

倍
だ
が

破
綻
し
て
い
な
い
。

　
米
国
や
中
国
は
核
武
装
し
た

軍
事
大
国
で
世
界
中
か
ら
金
利

2～

6％
で
借
金
を
す
る
。
こ

の
借
金
を
投
資
し
経
済
を
成
長

さ
せ
た
。
我
国
の
金
利
は
デ
フ

レ
で

0・

0
1％

。日
本
や
世
界

中
の
金
は
米
国
や
中
国
の

A
I

I
Bに

集
ま
る
。

　
安
倍
政
権
の
後
ろ
盾
の
日
本

会
議
は
国
連
の
手
先
で
、
デ
フ

レ
脱
却
の
方
策
を
質
問
し
て
も

答
え
ず
、
一
方
的
に
電
話
を
切

っ
た
。
桜
井
よ
し
こ
氏
も
デ
フ

レ
脱
却
の
経
済
政
策
を
今
ま
で

何
度
も
メ
ー
ル
し
た
が
、
今
後

送
る
な
と
拒
否
し
た
。

　
日
本
人
を
裕
福
に
す
る
真
の

保
守
勢
力
は
い
な
い
。
政
治
家

や
マ
ス
コ
ミ
は
中
国
、
朝
鮮
の

帰
化
人
が
大
多
数
。
常
任
理
事

国
が
核
武
装
の
限
り
日
本
は
核

武
装
す
べ
き
で
あ
る
。
核
こ
そ

戦
争
抑
止
力
で
あ
る
。

　
日
本
を
潰
す
連
合
国
が
作
っ

た
憲
法
守
る
、
の
無
知
が
日
本

を
支
配
す
る
。
国
際
社
会
と
の

連
携
を
言
う
安
倍
首
相
は
日
本

人
と
は
思
え
な
い
。
占
領
憲
法

を
破
棄
し
な
い
限
り
日
本
国
は

滅
ぶ
（
穴
川
・
入
野
守
雄
）
。

　
趣
味
と
し
て
の
恐
竜
学

　
今
夏
も
幕
張
メ
ッ
セ
で
恐
竜

（
骨
格
）
展
示
が
開
催
さ
れ
た

の
で
見
に
い
っ
た
。
今
年
の
目

玉
は
中
国
の
中
世
代
最
後
の
白

亜
紀
層
か
ら
発
見
さ
れ
た
世
界

最
大
級
で
全
長

38
mも

の
超
巨

大
恐
竜
ル
ヤ
ン
ゴ
サ
ウ
ル
ス
で

あ
っ
た
。

　
映
画
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
バ
ー
ク

で
お
な
じ
み
の
ブ
ラ
キ
オ
サ
ウ

ル
ス
が

26
m位

な
の
で
大
き
い

こ
と
が
わ
か
る
。

　
実
は
日
本
で
も
同
じ
仲
間
が

兵
庫
県
で
み
つ
か
っ
て
お
り
丹

波
竜
（
タ
ン
バ
テ
イ
タ
ニ
ス
・

丹
波
の
女
巨
人
）
と
よ
ば
れ
て

い
る
。
こ
れ
は

15
m位

の
サ
イ

ズ
だ
っ
た
ら
し
い
。
サ
ウ
ル
ス

と
は
ト
カ
ゲ
と
言
う
意
味
で
有

名
な
チ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
は
チ
ラ

ノ
（
暴
君
）サ
ウ
ル
ス（
ト
カ
ゲ
）

と
言
う
意
味
だ
そ
う
だ
。

　
ち
な
み
に
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス

は
ト
リ
（

3本
の
）
ケ
ラ（
角
）

ト
プ
ス
（
顔
）と
言
う
意
味
で
、

ブ
ラ
キ
オ
は
（
腕
の
）
と
言
う

意
味
で
前
足
が
後
ろ
足
よ
り
長

い
特
長
に
基
づ
く
よ
う
だ
。
こ

れ
ら
は
ど
れ
も
ア
メ
リ
カ
産

（
ユ
タ
州
が
有
名
）
だ
。

　
最
近
中
国（
今
回
の
も
）か
ら

は
羽
毛
を
持
つ
肉
食
恐
竜
が
発

見
さ
れ
恐
竜
と
鳥
類
は
同
類
な

の
だ
と
言
う
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
た
。
ま
た
羽
毛
恐
竜
か
ら
色

も
わ
か
っ
て
来
た
と
言
う
。

　
昔
（

15年
程
前
）タ
イ
ム
マ
シ

ン
に
乗
れ
た
ら
と
言
う
ア
ン
ケ

ー
ト
に
、
恐
竜
の
色
（
模
様
）を

た
し
か
め
た
い
と
書
い
た
こ
と

が
あ
る
が
、
タ
イ
ム
マ
シ
ン
が

な
く
て
も
色
ま
で
わ
か
る
時
代

に
な
っ
て
来
た
よ
う
だ
。

　
ま
た
世
界
各
地
の
恐
竜
化
石

で
進
化
状
況
な
ど
か
ら
、
ア
ジ

ア
か
ら
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
や
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
ジ
ア
の
移

動
な
ど
わ
か
っ
て
来
て
い
る
と

の
由
。
今
回
の
「
ギ
ガ
恐
竜
展

2
0
1
7」

で
未
だ
児
童
向
け

図
鑑
な
ど
に
は
載
っ
て
い
な
い

知
識
（
恐
竜
の
大
移
動
な
ど
）

を
得
た
が
、
そ
の
他
こ
れ
ま
で

の
分
類
の
仕
方
（
竜
盤
類
と
鳥

盤
類
と
言
う

2つ
の
分
け
方
）

が
否
定
さ
れ
新
た
な
分
け
方
が

提
唱
さ
れ
て
い
る
と
言
う
。

　
こ
う
な
る
と
こ
れ
ま
で
の
図

鑑
類
は
大
き
く
様
変
わ
り
す
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
世
紀

の
発
見
日
本
の
巨
大
恐
竜
」

5

月

7日
放
映
で
北
海
道
の
む
か

わ
（
鵡
川
・
苫
小
牧
市
近
く
）町

で
約

8
m程

の
大
き
さ
の
恐
竜

（
ハ
ド
ロ
サ
ウ
ル
ス
の
仲
間
）

の
全
身
骨
格
が
日
本
で
初
め
て

14年
か
け
て
発
掘
さ
れ
た
と
紹

介
さ
れ
た
。

　
日
本
の
恐
竜
と
言
え
ば
残
念

な
が
ら
千
葉
県
で
の
産
出
は
な

く
可
能
性
と
し
て
は
首
長
竜

だ
。
有
名
な
の
は
福
井
県
立
恐

竜
博
物
館
だ
が
、
恐
竜
化
石
が

発
掘
さ
れ
て
い
る
手
取
層
群

は
、
恩
師
の
千
葉
大
学
名
誉
教

授
故
前
田
四
郎
先
生
が
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
、

も
し
先
生
が
ト
リ
ゴ
ニ
ア
（
貝

化
石
）
採
集
中
に
恐
竜
化
石
を

み
つ
け
て
い
れ
ば
な
ど
と
思
う

と
他
人
ご
と
な
が
ら
残
念
だ
。

　
今
か
ら

50年
も
前
の
話
だ

が
…
。
な
お
千
葉
で
恐
竜
化
石

が
見
つ
か
っ
た
と
す
れ
ば
さ
し

ず
め
チ
バ
ノ
サ
ウ
ル
ス
と
で
も

名
が
つ
く
の
だ
ろ
う
か
（
元
稲

毛
小
校
長
・
島
津
幸
生
）
。

　
大
正

6年
の
大
津
波

　
百
年
前
の

9月

30日
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
発
生
し
た
大
型
台
風

の
暴
風
雨
が
満
潮
と
重
な
り
、

東
京
湾
に
大
き
な
水
害
を
も
た

ら
し
た
。
こ
の
真
夜
中
の
災
害

は
「
大
正

6年
の
大
津
波
」
と

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
夜
が
更
け
て
人
々
が
寝

静
ま
る
頃
海
の
水
が
音
も
な
く

静
か
に
押
し
寄
せ
て
来
た
。
海

の
岸
を
越
え
、
道
を
越
え
、町
の

中
に
入
り
、
家
の
中
へ
と
寄
せ

て
来
た
。
寝
込
み
を
襲
わ
れ
た

住
民
は
、
ま
さ
に
寝
耳
に
水
の

有
様
で
、フ
ト
ン
、枕
を
手
に
持

ち
立
ち
尽
く
す
も
水
は
ド
ン
ド

ン
深
く
な
り
、
東
京
湾
沿
岸
の

全
町
村
を
海
水
が
押
し
寄
せ
て

す
べ
て
の
人
々
は
た
だ
逃
げ
惑

う
ば
か
り
、
高
い
処
に
た
ど
り

つ
け
た
者
は
助
か
っ
た
が
浦
安

が
全
滅
し
、
そ
の
後
の
強
い
引

き
波
で
す
べ
て
の
墓
石
が
海
中

に
流
さ
れ
た
。

　
全
域
を
沈
め
た
津
波
の
潮
位

は

8メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
被

害
の
す
べ
て
の
家
が
建
築
を
し

た
た
め
、
大
正

12年

9月

1日

の
関
東
大
震
災
で
倒
れ
る
家
屋

は
な
か
っ
た
と
の
こ
と
、
不
幸

後
の
幸
い
で
し
ょ
う
（
中
央
区

・
板
倉
貞
王
・
勉
強
党
）
。

　
五
交
路
に
信
号
機
を

　
猛
暑
の
７
月
中
旬
の
頃
、
稲

毛
に
存
在
す
る
福
祉
施
設
の
前

方
の
道
路
で
、
自
転
車
に
乗
っ

た
ご
婦
人
の
方
が
車
両
と
接
触

す
る
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
幸

い
に
し
て
大
き
な
人
身
事
故
に

な
ら
ず
安
心
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
故
の
あ
っ
た
道
路
は

五
交
路
と
な
り
自
動
車
の
交
通

量
も
多
く
、
自
転
車
を
利
用
さ

れ
る
方
、
歩
行
さ
れ
る
方
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
尚
更
、通
学

道
路
で
も
あ
り
狭
い
道
路
に
危

険
が
伴
い
ま
す
。
こ
れ
程
必
要

で
あ
り
大
切
な
道
路
に
交
通
信

号
機
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が

っ
て
こ
の
五
交
路
の
中
央
の
と

こ
ろ
に
交
通
信
号
機
を
設
置
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
交
通
信
号

機
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
人
道
と

し
て
自
転
車
の
方
は
降
り
て
歩

く
。
ま
た
歩
い
て
い
る
方
等
安

全
を
守
る
た
め
、
鉄
パ
イ
プ
な

ど
の
柵
を
設
置
し
て
歩
行
の
人

た
ち
の
安
全
を
お
守
り
願
い
た

い
（
長
沼
・
南
井
保
夫
）
。

　
戦
争
は
起
き
る
か

　
米
国
は
言
い
な
り
に
な
ら
な

い
国
と
戦
争
を
す
る
性
癖
が
あ

る
。
イ
ラ
ク
は
大
量
破
壊
装
置

が
あ
る
と
爆
撃
さ
れ
た
が
、
な

か
っ
た
の
に
フ
セ
イ
ン
は
殺
さ

れ
ブ
ッ
シ
ュ
氏
は
何
の
罪
も
負

わ
な
い
。
も
し
核
を
持
っ
て
い

た
ら
戦
争
に
な
ら
な
か
っ
た
。

今
回
北
朝
鮮
が
目
の
敵
に
さ
れ

威
嚇
の
応
酬
で
お
互
い
譲
ら
な

い
の
で
い
つ
戦
争
に
な
る
か
不

安
だ
。
核
保
有
５
ヶ
国
と
米
国

好
み
の
国
は
核
を
認
め
る
な
ら

北
朝
鮮
に
も
核
を
認
め
る
べ
き

だ
。
北
朝
鮮
は
米
国
を
攻
撃
す

る
の
で
は
な
く
平
等
に
付
き
合

い
た
い
の
で
は
な
い
か
。

　
プ
ー
チ
ン
氏
は
小
国
は
守
る

た
め
核
兵
器
を
持
つ
以
外
手
段

な
い
と
米
国
を
批
判
し
暴
力
で

支
配
す
る
間
は
北
朝
鮮
の
様
な

問
題
が
生
じ
る
と
言
い
日
米
韓

の
軍
事
演
習
で
い
や
が
ら
せ
を

す
る
な
と
言
っ
て
い
る
。

　
中
露
も
表
面
上
は
米
国
に
合

わ
せ
て
い
る
が
腹
の
中
は
北
朝

鮮
を
援
助
し
て
い
る
の
で
話
し

合
い
で
解
決
を
望
ん
で
い
る
。

む
き
に
な
っ
て
い
る
の
は
日
米

だ
け
で
あ
る
。

　
中
国
の
国
連
大
使
は
北
朝
鮮

の
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
責
任
は
北

朝
鮮
と
米
国
に
あ
る
と
強
調
し

対
話
を
重
視
す
る
姿
勢
を
改
め

て
示
し
た
。
中
国
は
人
工
島
を

作
り
軍
事
基
地
を
設
け
た
り
、

米
国
が
北
朝
鮮
を
理
由
に
韓
国

に
軍
事
基
地
を
設
け
る
事
に
反

発
し
米
国
の
言
い
成
り
に
な
ら

な
い
。

　
露
も
米
国
か
ら
け
ち
を
つ
け

ら
れ
て
い
る
の
で
都
合
の
良
い

時
だ
け
米
国
と
共
に
し
た
く
な

い
。
昔
の
様
に
チ
ャ
ン
バ
ラ
の

戦
争
と
違
い
今
日
で
は
数
千
万

人
が
殺
さ
れ
る
核
を
使
用
す
る

の
で
戦
争
は
止
め
て
も
ら
い
た

い
。
テ
イ
ラ
ー
国
務
長
官
は
軍

事
手
段
よ
り
外
交
を
重
視
し
戦

争
の
悲
劇
は
破
滅
的
な
結
果
と

強
調
し
て
い
る
が
、
ト
ラ
ン
プ

氏
は
グ
ア
ム
で
何
か
し
た
ら
こ

れ
ま
で
誰
も
見
た
こ
と
な
い
様

な
出
来
事
が
北
朝
鮮
で
起
き
る

と
強
く
警
告
し
て
い
る
。

　
中
国
は
米
朝
双
方
に
関
係
各

国
は
言
動
を
慎
み
緊
張
を
緩
和

さ
せ
る
べ
き
と
呼
び
か
け
た
が

北
朝
鮮
に
発
射
自
制
を
求
め
る

文
言
は
な
か
っ
た
。
先
制
攻
撃

を
し
た
国
の
責
任
者
を
東
條
英

機
の
様
に
死
刑
に
す
る
国
連
規

則
を
作
れ
ば
戦
争
は
で
き
な
い

と
思
う
。

　
金
氏
は
米
国
の
子
分
の
日
本

は
坊
主
憎
け
り
ゃ
袈
裟
ま
で
憎

い
と
東
京
・
沖
縄
・
岩
国
等
に

核
を
ぶ
ち
込
む
と
言
っ
て
い
る

の
で
、
日
米
同
盟
を
解
消
し
な

い
と
後
悔
先
に
立
た
ず
で
あ

る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ド
ゥ
テ
ル

テ
氏
も
米
国
離
れ
で
韓
国
の
文

氏
も
対
話
重
視
と
ト
ラ
ン
プ
氏

の
言
い
成
り
に
な
ら
な
い
。
北

朝
鮮
に
核
保
有
を
認
め
れ
ば
地

球
上
に
平
和
が
訪
れ
る
。
安
倍

氏
は
ト
ラ
ン
プ
氏
に
戦
争
を
止

め
ろ
と
忠
告
す
べ
き
で
あ
る
。

（
花
園
町
・
岩
井
秀
夫
）
以
上

最成病院
043-258-1211㈹
〒262-8506　千葉市花見川区柏井町800-1

医療法人社団　有　相　会

内科、外科、婦人科、循環器科

整形外科、胃腸科、呼吸器外科

麻酔科、放射線科、リハビリテーション科

●人間ドック

（日帰りコース、泊コース、専門ドック）

※療養病棟・回復期リハビリ病棟

居宅介護支援室を併設しております。

◆診療時間（月曜日～土曜日）

午前９時～12時、午後２時～４時３０分

診療科目 ご予約システムあり眼科美浜クリニック

千葉市美浜区真砂4-1-10

ショッピングセンターＰＩＡ3階

　043-270-0777

午前10：00～12：45

午後15：00～17：45

土曜10：00～14：45

診療時間眼科診療・全般

白内障手術

今月のアンケート・テーマ

「北朝鮮問題」について

　
家
で
ゆ
っ
く
り

　
年
齢
の
た
め
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ

し
て
い
ま
す
（
高
洲
・
河
口
淸

司
）
。
家
で
夏
の
高
校
野
球
を

見
な
が
ら
主
人
と
す
ご
し
ま
す

（
幸
町
・
秋
田
キ
ヌ
子
）。冷

房

を
き
か
せ
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
見

て
い
る
の
も
楽
し
い
と
思
い

ま
す
。
（
園
生
・
野
口
一
歩
）。

高
齢
、
共
働
き
で
す
の
で
夏
は

ゆ
っ
く
り
と
休
養
し
ま
す
（
長

沼
原
・
亀
井
寛
子
）
。
今
年
の

夏
は
暑
い
の
で
家
の
中
に
い

ま
す
（
稲
毛
・
森
田
美
恵
）（
朝

日
ヶ
丘
・
福
田
カ
ヨ
子
）
（
天

台
・
山
本
富
子
）
。
癒
し
塗
り

絵
を
室
内
に
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
（
黒
砂
台
・
古
村
昌
子
）
。

孫
の
二
輪
車
の
り
の
手
助
け
を

し
た
り
、
そ
の
他
（
小
深
・
北

村
勝
）
。

50代
迄
は
家
族
と
夏

山
登
山
で
楽
し
み
ま
し
た
。
今

で
は
公
園
歩
き
妻
の
買
い
物

の
お
供
、
兄
弟
姉
妹
と
の
長
電

話
で
す（
作
草
部
・
塚
谷
敏
雄
）。

暑
い
の
で
家
の
中
で
過
ご
し

ま
す
妻
が
仕
事
な
の
で
家
事
全

般
を
や
り
な
が
ら
留
守
番
で
す

（
花
見
川
・
斎
藤
邦
昭
）
。

　
大
掃
除

　
我
が
家
は
夏
に
必
ず
大
掃
除

を
し
て
テ
レ
ビ
の
裏
や
台
所
、

風
呂
を
ビ
カ
ビ
カ
に
し
ま
す
。

日
帰
り
の
バ
ス
旅
行
を
し
て
、

９
月
に
母
親
の
誕
生
日
に
新

潟
魚
沼
に
行
く
の
が
行
事
（
幸

町
・
上
村
秋
男
）
。
外
倉
庫
の

片
付
け
。
思
い
き
っ
て
不
要
な

も
の
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
言
い
処
分
す
る
ぞ

!

（
園
生
・
戸
澤
幸
代
）
。
断
舎

離
で
す（
青
葉
・
嶋
口
み
ゆ
き
）。

　
帰
省
・
お
墓
参
り

　
両
親
の
お
墓
参
り
（
小
中
台

・
高
須
絹
枝
）
（
稲
毛
・
宮
原

博
亨
）
。
先
祖
の
墓
参
り
（
穴

川
・
前
林
勝
美
）
。
実
家
へ
帰

省
、
お
墓
参
り
（
作
草
部
・
立

花
裕
司
）
。
４
泊
５
日
で
妻
の

実
家
（
仙
台
）で
娘
の
家
族（
孫

３
人
）
の
成
長
を
義
母
に
見
て

も
ら
う
（
長
沼
・
桜
井
郁
男
）。

実
家
に
帰
省
。
両
親
に
と
っ
て

は
初
孫
な
の
で
か
わ
い
い
娘
の

顔
を
見
せ
に
（
高
洲
・
服
部
有

加
）
。
年
に
一
度
の
里
帰
り
で

す
（
長
沼
原
・
山
本
英
雄
）。お

盆
に
田
舎
へ
お
墓
参
り
に
行
く

（
作
草
部
・
林
田
静
江
）
。
毎

年
夏
休
み
は
先
祖
の
お
墓
参
り

で
女
川
へ
、
賑
や
か
な
墓
参
り

な
の
で
す

.一
年
の
感
謝
の
報

告
で
す
（
作
草
部
・
小
林
の
り

子
）
。
実
家
へ
帰
っ
た
り
温
泉

に
行
っ
た
り
し
ま
す（
打
瀬
・
橋

本
裕
美
）
。
主
人
の
実
家
に
帰

省
（
稲
毛
・
市
野
明
子
）
。（
八

千
代
・
牧
け
い
子
）
。お
墓
参
り

に
栃
木
県
ま
で
日
帰
り
に
行
き

ま
し
た
。
姉
や
姪
に
会
う
の
が

楽
し
み
で
す
（
貝
塚
・
金
子
政

子
）
。
お
盆
に
先
祖
の
墓
参
り

く
ら
い
で
し
ょ
う
か（
武
石
・
鈴

木
葉
子
）
。
妻
の
実
家
へ
帰
る

（
稲
毛
・
富
山
善
弘
）
。
久
し

ぶ
り
に
自
家
に
帰
っ
て
先
祖
の

お
墓
参
り
に
行
き
た
い
（
四
街

道
・
永
山
郷
明
）
。
夫
と
私
の

実
家
へ
（
稲
毛
・
富
山
厚
子
）

（
高
洲
・
岡
安
・
亨
博
）
。

国
内
外
旅
行

　
家
族
で
中
国
、
四
国
方
面
に

旅
行
に
行
き
ま
す
（
稲
毛
東
・

四
宮
秀
樹
）
。
友
達
と
北
海
道

へ
一
週
間
行
き
ま
す（
小
仲
台
・

河
内
桃
子
）
。
お
い
し
い
も
の

を
食
べ
歩
く
グ
ル
メ
旅
行
（
園

生
・
丸
山
宗
男
）
。
２
歳
の
息

子
と
初
の
旅
行
に
シ
ー
ワ
ー
ル

ド
へ
（
稲
毛
東
・
吉
村
涼
子
）。

子
供
た
ち
と
日
光
東
照
宮
へ

（
長
沼
原
・
原
田
敬
子
）
。
２

泊
で
、
車
で
の
旅
行
を
予
定
し

て
い
ま
す
（
白
旗
・
大
工
園
義

治
）
。近
く
の
温
泉
に
行
く（
小

中
台
・
山
本
重
子
）
。
孫
た
ち

（
息
子
の
家
族
）
と
２
泊
３
日

の
旅
行
（
真
砂
・
榊
原
功
）
。

海
が
見
え
る
近
辺
の
温
泉
旅
行

（
幸
町
・
中
村
春
雄
）
。
私
の

家
族
は

87歳
の
私
と

86歳
の
主

人
と

2人
で
す
。
今
年
は
人
生

最
後
の
旅
行
と
思
い
近
く
の
温

泉
に
行
き
ま
す
（
あ
や
め
台
・
早

乙
女
百
合
子
）
。
国
宝
の
五
城

の
制
覇
。
姫
路
、
犬
山
、松
本
、

彦
根
。
松
江
城
に
は
先
日
行
っ

て
来
ま
し
た
。
制
覇
に

10年
か

か
り
ま
し
た
（
長
沼
・
本
田
直

美
）
。
大
学
の
友
達
４
人
と
バ

イ
ク
で
熱
海
へ
ツ
ー
リ
ン
グ

に
。
一
泊
二
日
で
温
泉
と
蟹
を

食
べ
て
き
ま
す（
弁
天
・
渡
邉
有

哉
）。友

達
と
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ

て
北
海
道
へ
オ
ー
ト
バ
イ
の
ツ

ー
リ
ン
グ
一
週
間（
小
仲
台
・
松

本
禎
之
）
。
今
年
は
思
い
切
っ

て
二
泊
く
ら
い
の
旅
行
に
行
こ

う
と
計
画
お
盆
シ
ー
ズ
ン
を
外

し
て
山
形
方
面
に
予
約
し
て
い

ま
す
。
温
泉
で
も
つ
か
っ
て
日

頃
の
つ
か
れ
を
取
り
た
い
で
す

（
高
洲
・
青
山
正
一
）
。

8月

早
々
に
娘
夫
婦
の
招
待
で
伊
香

保
温
泉
へ
の
一
泊
旅
行
で
す

（
長
沼
・
原
田
稔
）
。
北
海
道

へ
行
き
ま
す
（
高
砂
・
近
藤
一

樹
）。こ

こ

3年
ば
か
り
兄
弟
姉

妹
と
孫
と
甥
の
大
人
数
で
旅
行

に
い
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は

2

泊

3日
で
栃
木
県
の
方
へ
行
き

ま
す
（
幸
町
・
醍
醐
吉
子
）
。

福
島
県
へ
家
族
旅
行
し
ま
す

（
小
仲
台
・
松
本
麻
由
子
）
。

富
士
登
山
（
千
草
台
・
中
山
恭

正
）
。
避
暑
地
へ
旅
行
し
た
い

（
稲
毛
東
・
島
津
千
代
子
）
。

友
達
と
沖
縄
へ
（
小
仲
台
・
高

木
歩
美
）
。
妻
と
の
旅
行
（
稲

毛
・
富
山
訓
歳
）
。
熱
海
の
花

火
を
観
に
行
き
ま
す（
椿
森
・
本

間
ゆ
り
あ
）
。ス
ク
ー
タ
ー
で
富

岡
製
糸
場
へ
一
人
で
い
き
ま
す

（
高
洲
辰
田
徳
章
）
。
８
月
下

旬
に
２
泊
程
度
の
国
内
旅
行

（
青
葉
・
高
木
実
）
。
天
候
不

順
の
為
旅
を
中
止
し
て
紅
葉
の

時
季
に
変
更
（
小
仲
台
・
寺
田

志
ん
）
。
息
子
１
歳
の
誕
生
日

の
旅
行
も
発
熱
で
す
ぐ
に
帰

宅
。思
い
出
に
残
る
夏
休
み（
小

仲
台
・
ち
ゃ
ご
ぼ
ー
い
）。富

津

～
鴨
川
旅
行
、マ
ザ
ー
牧
場
、鴨

川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
、
娘
達
の
笑

顔
と
私
達
夫
婦
の
リ
ラ
ッ
ク
ス

（
高
洲
・
岡
安
亨
博
）
。

8月

9日
か
ら

10日
間
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

4カ
国
へ
行
き
ま
す
（
さ
つ
き

が
丘
・
竹
井
シ
ゲ
ミ
）
。
妹
と

２
人
ク
ル
ー
ズ
船
で
釜
山
へ
行

っ
て
き
ま
す
（
柏
台
・
新
見
洋

子
）
。
ド
ラ
イ
ブ
で
す（
稲
毛
・

西
村
く
み
）
。

　
健
康
増
進

　
夏
に
負
け
な
い
よ
う
朝

8時

起
床
、
午
前
・
午
後
の
２
回
近

く
を
散
歩
。
マ
ン
シ
ョ
ン
内
の

催
し
行
事
に
で
き
る
だ
け
参
加

（
幕
張
・
丹
羽
昭
彦
）
。
早
朝

の
１
時
間
散
歩
の
実
行
（
花
見

川
・
鈴
木
活
美
）。子

ど
も
を
連

れ
て
プ
ー
ル
に
行
く
予
定
（
高

洲
・
藤
本
広
樹
）
。
毎
日
ス
ポ

ー
ツ
ジ
ム
に（
小
中
台
・
安
田
美

枝
子
）
。
今
年
の
こ
の
夏
は
歯

の
治
療
で
す
。
と
う
と
う
入
歯

に
な
り
ま
し
た
（
千
草
台
・
佐

々
木
勝
枝
）。夏

休
み
は
子
ど
も

達
と
海
、
大
き
な
プ
―
ル
、
川

と
外
で
た
く
さ
ん
遊
び
ま
す

（
園
生
・
佐
伯
亜
里
沙
）
。

　
日
帰
り
旅
行

　

8月

19日
、
八
景
島
シ
ー
パ

ラ
ダ
イ
ス
と
花
火
の
ツ
ア
ー
に

行
く
予
定
で
す
。水
族
館
、イ
ル

カ
シ
ョ
ー
、
花
火
、久
し
ぶ
り
の

夜
遊
び
も
楽
し
ん
で
こ
よ
う
と

思
っ
て
ま
す
（
真
砂
・
角
口
昌

子
）。孫

が
カ
ブ
ト
虫
が
大
好
き

で
ツ
ア
ー
に
参
加
し
よ
う
と
思

い
ま
す（
御
成
台
・
岡
田
絹
代
）。

高
尾
山
に
登
山
（
稲
毛
・
富
山

輝
章
）
。

　
近
場
で

　
ゆ
っ
く
り
と
近
場
で
（
あ
や

め
台
・
白
田
え
み
子
）
。
家
族

そ
ろ
っ
て
花
火
大
会
に
行
く
予

定
で
す（
四
街
道
・
中
井
勝
弘
）。

奥
さ
ん
と
の
思
い
で
の
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
に
登
り
に
行
き
ま
す

（
小
深
・
山
戸
佑
貴
）
。マ
リ
ン

ス
タ
ジ
ア
ム
で
野
球
を
見
る

（
花
見
川
・
相
馬
英
治
）
。
若

い
時
は
海
外
旅
行
が
定
番
で
し

た
が
今
で
は
ほ
と
ん
ど
カ
ラ
オ

ケ
で
、
一
人
で
大
声
で
歌
っ
て

い
ま
す（
稲
毛
東
・
田
﨑
淑
子
）。

老
老
介
護
の
毎
日
、
息
子
達
と

ド
ラ
イ
ブ
を
兼
ね
一
日
お
い
し

い
食
事
に
い
く
こ
と
位
で
す

（
高
浜
・
古
川
さ
つ
子
）
。
我

が
家
は
涼
し
い
所
へ
出
掛
け
ま

す
（
天
台
・
山
本
信
夫
）。銚

子

に
行
っ
て「
犬
吠
埼
灯
台
」を
見

学
、「
浜
め
し
」を
た
べ
て
こ
よ

う
と
思
い
ま
す（
花
見
川
・
南
美

香
）
。
盆
踊
り
（
船
橋
・
平
野

澄
子
）
。花
火
大
会
に
行
く（
千

草
台
・
中
山
量
雅
）
。

　
美
術
館
・
水
族
館
な
ど

　
美
術
館
や
博
物
館
め
ぐ
り

（
園
生
・
野
口
み
ね
子
）
。
暑

い
時
期
は
涼
し
い
美
術
館
や
映

画
館
や
医
者
に
行
き
、
涼
し
く

な
っ
て
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
や
旅

行
に
で
か
け
ま
す（
稲
毛
東
・
佐

藤
妙
子
）
。
と
に
角
暑
い
の
で

涼
し
い
映
画
館
で
、
は
し
ご
を

し
ま
す
（
み
つ
わ
台
・
鈴
木
雄

也
）
。
今
年
は
暑
く
千
葉
近
辺

の
博
物
館
め
ぐ
り
に
し
ま
す

（
小
仲
台
・
富
永
政
美
）
。
今

年
幼
稚
園
に
入
園
し
た
娘
の
は

じ
め
て
の
夏
休
み
は
、
暑
い
の

で
映
画
館
や
室
内
プ
ー
ル
で
親

子
で
楽
し
む
（
畑
町
・
堤
麻

耶
）
。
日
中
の
暑
い
時
は
、
涼

し
い
静
か
な
図
書
館
で
す
ご
し

ま
す
（
花
見
川
・
文
生
）
。

　
勉
強

　
資
格
取
得
の
勉
強
で
す
（
東

千
葉
・
高
木
一
也
）
。
我
が
家

の
夏
休
み
は
孫
の
両
親
そ
ろ
っ

て
孫
の
た
め
勉
学
と
共
に
社
会

を
学
ぶ
た
め
い
ろ
い
ろ
考
慮
し

て
い
ま
す
。
私
自
身
は
ク
イ
ズ

フ
ァ
ン
と
し
て
言
語
や
文
語
の

お
習
い
に
励
み
ま
す（
長
沼
・
南

井
保
夫
）
。

　
家
族
を
迎
え
て

　
大
学
４
年
の
孫
の
帰
り
を
待

っ
て
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
（
長

沼
原
・
發
知
二
三
子
）
。

7月

9日
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
娘
夫
妻

と
孫

3人
が
来
ま
す
。

7月

26

日
に
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
日

本
に
い
る
孫

2人
も
一
緒
に
行

き
ま
す（
真
砂
・
小
椎
尾
秀
二
）。

こ
の
歳
に
な
る
と
特
に
あ
り
ま

せ
ん
。
子
供
及
び
孫
た
ち
と
食

事
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
四

街
道
・
粟
村
道
生
）
。
孫
た
ち

が
く
る
の
で
映
画
に
連
れ
て
行

く
。
３
人
の
娘
た
ち
が
交
代
で

や
っ
て
く
る
の
で
老
夫
婦
の
行

事
は
組
め
ま
せ
ん（
幸
町
・
前
田

享
次
）。計

画
は
な
い
の
で
す
が

孫
が
遊
び
に
来
て
く
れ
る
の
が

楽
し
み
で
す（
宮
野
木
・
奥
山
悦

子
）
。
県
外
に
住
ん
で
い
る
孫

た
ち
が
盆
踊
り
に
帰
省
す
る
の

で
食
事
の
献
立
を
考
え
て
い
ま

す
（
長
沼
・
吉
田
友
子
）。唯

一

我
が
家
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

!娘

と
息
子
の
２
家
族
総
勢

10名
を

率
き
つ
れ
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
」

へ
行
く
こ
と
で
す
。
孫
６
名

!

出
費
が
大
変
で
す
…
で
も
楽
し

み
で
す
（
稲
毛
東
・
菅
原
小
百

合
）
。

　
計
画
は
特
に
な
い

　
計
画
は
な
い
（
さ
つ
き
が
丘

・
新
井
郁
子
）
（
桜
木
・
小
野

智
子
）
。
年
金
生
活
１
年
生
。

毎
日
が
日
曜
日
計
画
な
し
（
幸

町
・
関
義
男
）
な
に
も
な
い

!

（
小
仲
台
・
服
部
充
子
）
。
毎

日
が
夏
休
み
の
た
め
特
に
あ
り

ま
せ
ん
（
六
方
・
泉
谷
正
誼
）

（
小
仲
台
・
宮
本
ひ
ろ
子
）。老

妻
と
２
人
で
の
暮
ら
し
で
あ

る
。
１
日
お
き
の
通
院
を
し
て

い
る
現
在
で
は
計
画
の
立
て
よ

う
も
な
い（
浜
野
・
柳
澤
範
光
）。

７
月
に
出
産
し
た
の
で
夏
休
み

は
育
児
に
専
念
し
ま
す（
高
浜
・

匿
名
）
。
我
が
家
の
ワ
ン
コ
が

進
行
性
ガ
ン
な
の
で
特
に
ナ
シ

（
都
町
・
山
口
隆
志
）
。
猛
暑

の
た
め
予
定
な
し
（
朝
日
ヶ
丘

・
横
須
賀
和
男
）
。
色
々
な
こ

と
に
挑
戦
（
朝
日
ヶ
丘
・
大
野

海
咲
）

　
夏
休
み
は
な
い

　
夏
休
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

っ
た
ら
ク
ー
ラ
ー
い
ら
ず
の
自

然
の
風
の
中
で
過
ご
せ
る
高

原
で
の
ん
び
り
し
て
み
た
い

（
高
洲
・
匿
名
）
。
８
月
で
終

わ
り
の
仕
事
を
務
め
あ
げ
る

（
９
月
の
主
人
と
の
旅
行
が
楽

し
み
！
）（
高
浜
・
金
原
祐
子
）。

老
老
介
護
で
夏
休
み
は
あ
り

ま
せ
ん
（
四
街
道
・
松
戸
健

夫
）
。
夏
休
み
は
な
い
の
で
予

定
な
し
（
高
洲
・
藤
崎
貞
雄
）。

今
年
の
夏
は
全
部
中
止
で

す
。
主
人
が
病
院
に
い
っ
た
ら

そ
の
ま
ま
入
院
中
で
す
。
見
舞

い
に
行
く
だ
け
で
精
一
杯
で

す
（
あ
や
め
台
・
後
藤
貞
子
）。

い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
生
活

を
し
て
夏
休
み
す
ぎ
て
か
ら
旅

行
を
す
る（
あ
や
め
台
・
一
森
万

亀
美
）
。
海
に
山
に
キ
ャ
ン
プ

に
花
火
に
…
と
妄
想
し
て
い

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
仕
事
で

夏
休
み
が
と
れ
ま
せ
ん
。
泣（
花

見
川
・
山
下
盛
雄
）。夏

休
み
は

無
く
仕
事
で
す
。
秋
に
な
っ
た

ら
有
給
を
取
り
夏
休
み
の
代

わ
り
に
す
る
予
定
で
す
（
小

中
台
・
板
倉
由
美
子
）。仕

事

の
た
め
夏
休
み
の
計
画
は
な

い
（
小
中
台
・
安
田
千
津
子
）

（
高
洲
・
北
原
文
子
）。家

族

全
員
が
仕
事
の
た
め
今
年
も

夏
休
み
は
な
し
で
す
。
残

念
…（
椿
森
・
加
藤
久
美
子
）。

以
上

◎
編
集
者
か
ら
の
お
願
い

　
本
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
ク
イ

ズ
応
募
者
の
方
に
、

10円
不

足
の
葉
書
を
何
枚
か
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で

10円

切
手
を
貼
っ
て
郵
便
局
に
送

り
ま
し
た
。
今
後
は
不
足
の

な
い
よ
う
に
ご
注
意
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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今
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト「
夏
休
み
の
過
ご
し
方
」

帰
省
・
墓
参
、
内
外
旅
行
、
健
康
増
進

　
子
供
の
頃
は
待
ち
遠
し
か
っ
た
夏
休
み
。
自
分
が
親
に
な
っ
て
み
る
と
家
族
の
都
合

に
合
わ
せ
て
計
画
を
立
て
る
の
も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
夏
休
み
の
過
ご
し
方
と

言
っ
て
も
、
今
年
は
天
候
不
順
に
振
り
回
さ
れ
た
夏
で
計
画
通
り
に
行
か
な
か
っ
た
ご

家
族
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
や
は
り
、
帰
省
し
て
お
墓
参
り
、
国
内
外
旅
行
、近
場
に

家
族
と
出
か
け
る
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方
が
あ
る
よ
う
で
す
。


